
 

 

 

 

 

 

 

～２学期がはじまりました～ 

  

長い夏休みが終わり、２学期がスタートしました。 

今年もコロナ禍の中、各家庭で工夫しながら夏休みを過ごされたのではないでしょうか。子ども

たちは、様々な経験を積んで、一回り大きく成長したことと思います。 

キラリでは、夏休みの思い出や２学期に頑張りたいことなど、子どもたちの話を聞いて振り返り

を行う予定です。いろいろ話を聞かせてくれることを楽しみにしています。 

２学期は授業日数も多く、学習や行事の量も一番多い学期です。学校では毎日頑張って学んでい

る子どもたちですので、ご家庭でゆったり過ごして話を聞くような時間をいつも以上に設けていた

だけたらと思います。キラリでも、子どもたちが前向きな気持ちで、学校生活を送ることができる

よう学習していきたいと思います。今学期も、キラリへのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

【２学期の予定】 ～９月５日（月）の週から、指導が始まります～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キラリ通信 
令和４年９月５日発行 

立川市立第七小学校 

拠点校七小キラリ教室 

９月 ５日（月）～  キラリ２学期指導開始（曜日ごと順次開始） 

１０月 ３日（月）   七小運動会の振替休業日のため、指導なし 

１０月１１日（火）   六小運動会の振替休業日のため、指導なし 

１０月２１日（金）   七小全校遠足のため指導なし 

            三小・六小指導変更あり→引率で教員不在のため 

１１月１８日（金）   三小音楽会のため指導なし 

１１月２８日（月）   七小音楽会の振替休業日のため、指導なし 

１２月１５日（木）   キラリ２学期指導終了（この日までに順次終了） 

１２月１６日（金）～  保護者面談開始 

 

※行事の練習と指導日が重なった場合は、原則として行事の練習等が優先です。 

ご承知おきください。 

※上記の他にも指導の変更等の場合があるので、毎回の連絡帳をご確認ください。 

 



【キラリ合同保護者学習会（三小・六小・七小）の報告】 

 昨年度の保護者学習会で好評をいただいた、日本大学准教授の田中謙先生を、今年も

お招きすることができました。７月１５日（金）に『子育ての「困った」を相談しよう』

をテーマに合同保護者会が行われ、事前のアンケートを受けて、その内容について多岐

に渡りお話をいただきました。 

 お忙しい中、勉強会へのご参加ありがとうございました。皆さん頷きながらお話を聞

いたり、質問をしたりなど、有意義な学習会となりました。キラリ教員も今回学んだこと

を子どもたちの指導に生かしていけるよう、日々研鑽していきます。 

また、残念ながら参加できなかった保護者の方には、内容に関する資料を７月に配布

致しましたのでご確認ください。以下、抜粋して感想を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《保護者の方の感想より》(抜粋) 

・昨年度も先生のお話をお聞きしましたが、本当に分かりやすく、親子の成長に役立てられるものば

かりでした。親とし、子どもにしてあげられること、しっかり子どもを理解して実践していこうと

思います。ストレスが多い子どもが、家で少しでもストレス発散できるように、心が充電できるよ

うに努めていきます！ 

 

・子どもと対話をする重要性を学びました。ルールの押しつけは、ルールと言わない。合意する形で

決めることや、何のためにルールが必要かを教えることが大事だと教えていただきました。「大人

だって納得できないルールは嫌だし、嫌な気持ちで分かってもらうために反発するよなぁ」と気付

きました。 

 

・親としては、表面的な部分をみて「ゲームやりすぎ」「あいさつしなさい」など、求めることが多

くなってしまいますが、家の外で大半を過ごしている子どもたちは、色んな環境でストレスを抱え

ていて、自分なりのストレス発散法を自然と見付け出しているのだと学びました。そこを理解した

上で、ゲームの量を相談したり、別の解消方法を一緒に探したりしようと思います。 

 

・目と手がうまく協応できない「発達性協調運動障害」という障害があると知り、自分の子がなぜ一

つの漢字をバラバラに書くのかということについてよく分かりました。外で体を動かす全身運動

や、昔遊びのような道具を使った遊びなどもよいと教えていただき、子どものストレス解消も含め

てたくさん体を動かしたいと思いました。 

 

・ゲームについては最初のルール作りや確認が大切であり、親と子の相互契約的なものが重要という

ことを知りました。 

 

・進路に関して「今は色々な職業があるから」等の声を聞くものの、「スタンダードは普通高校→大

学→企業」という認識が強くありましたが、「本人が学びたい力があるか」という最も重要な点に

気付くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 


